
と
、
気
持
ち
が
ス
ポ
ッ

と
身
に
お
さ
ま
る
。
そ

れ
を
著
者
は
、「
自
分
の

居
場
所
と
い
う
よ
り
、

自
分
と
居
場
所
が
一
体

化
し
て
『
居
る
』
こ
と

を
実
感
で
き
る
」
と
説
明
す

る
。
日
本
人
の
日
本
語
の
独

特
な
感
覚
だ
ろ
う
。
自
分
と

場
所
が
一
つ
に
な
り
、
自
我

が
消
え
る
時
間
を
楽
し
ん
で

い
る
。
聖
地
を
目
指
す
西
洋

の
巡
礼
と
、
歩
く
こ
と
に
意

味
を
見
る
日
本
の
遍
路
の
違

い
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と

を
、
著
者
は
有
名
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
訪
ね
な
が
ら
考
え

て
い
る
。

群
馬
県
の
榛
名
神
社
に

は
、
深
い
山
に
神
仏
習
合
の

不
思
議
な
空
間
が
あ
る
。
女

性
た
ち
は
多
く
が
複
数
。
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
パ
ワ

ー
を
味
わ
い
合
っ
て
い
る
。

私
も
知
人
の
女
性
に
勧
め
ら

れ
て
行
っ
て
み
た
が
、
男
性

は
あ
ま
り
そ
ん
な
こ
と
は
し

な
い
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の

発
信
源
は
圧
倒
的
に
女
性
で

あ
り
、
著
者
も「
日
本
の『
む

す
び
』
の
力
で
は
な
い
か
。

「
そ
こ
」
と
言
う
と
、
気

持
ち
が
そ
ち
ら
に
向
か
っ
て

し
ま
う
が
、「
こ
こ
」
と
言
う

約
50
年
前
、
牧
口
常
三
郎

の
価
値
論
に
出
会
い
、
そ
れ

を
人
生
の
指
針
と
し
た
経
営

者
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
対
論
。

市
河
氏
は
都
内
の
約
６
０
０

の
区
分
所
有
マ
ン
シ
ョ
ン
を

賃
貸
し
、
一
色
氏
は
一
般
参

賀
に
国
民
が
集
う
皇
居
新
宮

殿
東
庭
の
意
匠
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
す
る
な
ど
、
共
に
経
済

界
で
活
躍
し
な
が
ら
、
そ
の

根
本
問
題
を
解
決
す
る
道
を

探
っ
て
い
る
。

牧
口
は
明
治
生
ま
れ
の
地

理
学
者
で
、
39
歳
か
ら
教
職

に
就
き
、
日
蓮
仏
法
に
帰
依

す
る
一
方
、
カ
ン
ト
の
真
善

美
の
価
値
論
に
対
し
て
、
真

は
価
値
で
は
な
く
認
識
の
対

象
だ
と
し
て
「
美
利
善
」
を

唱
え
、
１
９
３
０
年
11
月
18

日
に
『
創
価
教
育
学
体
系
』

第
１
巻
を
刊
行
、
同
日
が
創

価
学
会
の
前
身
で
あ
る
創
価

教
育
学
会
の
設
立
日
と
な

る
。
牧
口
は
初
代
会
長
と
な

る
が
、
戸
田
城
聖
ら
と
不
敬

罪
で
逮
捕
さ
れ
、
44
年
に
獄
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著
者
は
、
14
歳
で
出
家
し

て
20
年
間
、
大
徳
寺
で
臨
済

宗
の
禅
を
修
行
し
、
不
思
議

な
縁
に
導
か
れ
て
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
キ
リ
ス
ト
教
神
学

を
学
び
、
法
然
研
究
で
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
で
博
士
号

を
取
り
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
、

東
京
外
語
大
学
、
広
島
大
学

で
教
鞭
を
と
っ
た
比
較
宗
教

学
者
で
あ
る
一
方
、「
風
の
集

い
」「
あ
り
が
と
う
断
食
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
で
独
自
の
瞑
想

法
「
あ
り
が
と
う
禅
」
を
広

め
、
２
０
１
７
年
に
静
岡
県

御
殿
場
市
に
超
宗
派
の
「
あ

り
が
と
う
寺
」
を
開
き
、
市

井
の
僧
侶
と
し
て
人
々
の
救

済
に
邁
進
し
て
い
る
。
そ
ん

な
背
景
か
ら
、「
ま
え
が
き
」

の
次
の
く
だ
り
も
う
な
ず
け

よ
う
。

「
和
」
を
生
か
す
べ
き
だ
と

す
る
。
市
河
氏
は
、
牧
口
が

20
世
紀
初
め
に
既
に
「
世
界

市
民
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
、
戸
田
が
戦
後
「
地
球

民
族
主
義
」
の
理
念
を
掲
げ

た
こ
と
に
触
れ
、
平
和
こ
そ

一
人
ひ
と
り
が
求
め
る
最
高

の
価
値
だ
と
す
る
。

両
氏
が
進
め
る
地
球
市
民

憲
章
の
前
文
に
「
人
類
は
地

球
と
い
う
生
命
の
一
部
で

す
」
と
あ
る
。
令
和
の
時

代
、
そ
の
自
覚
を
日
本
か
ら

世
界
に
発
信
し
よ
う
と
し
て

い
る
。（
幻
冬
舎
　
本
体
２
０

０
０
円
＋
税
）

断
す
る
心
の
司
令
塔
、
潜
在

意
識
│
意
識
化
・
言
語
化
さ

れ
て
い
な
い
情
念
、
個
人
無

意
識
│
個
人
的
体
験
の
全
記

憶
、
普
遍
的
無
意
識
̶
個
人

を
超
え
た
集
団
的
記
憶
、
光

の
意
識
│
神
性
、
真
心
で
あ

る
。タ

イ
ト
ル
の
意
味
は
、
個

人
無
意
識
と
普
遍
的
無
意
識

だ
が
、
著
者
は
さ
ら
に
そ
の

奥
に
あ
る
光
の
無
意
識
に
到

達
し
、
そ
こ
と
の
対
話
を
提

唱
す
る
。
そ
の
手
段
の
一
つ

中
死
。
45
年
７
月
に
出

獄
し
た
二
代
目
会
長
の

戸
田
が
創
価
学
会
と
改

称
し
、
52
年
に
宗
教
法

人
と
な
り
、
以
後
、
日

本
の
経
済
発
展
に
伴
い

飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。

学
生
時
代
、
マ
ル
ク
ス
の

労
働
価
値
説
か
ら
資
本
主
義

社
会
の
考
察
を
深
め
た
市
河

氏
は
、
牧
口
価
値
論
は
日
蓮

の
生
命
論
に
触
れ
る
こ
と

で
、
価
値
創
造
に
よ
り
最
大

の
幸
福
を
獲
得
す
る
こ
と
が

人
生
の
目
的
で
あ
る
と
す
る

人
生
論
を
完
成
さ
せ
た
と
す

る
。
一
色
氏
は
、
人
間
の
命

に
は
、
理
性
と
生
命
と
宇
宙

の
想
像
力
が
働
い
て
お
り
、

日
蓮
仏
法
と
牧
口
価
値
論
と

の
関
係
は
、
す
べ
て
の
人
の

生
命
に
内
在
す
る
「
仏
界
」

の
覚
知
を
説
く
日
蓮
の
法
理

の
会
得
に
つ
な
が
る
と
述
べ

る
。
価
値
論
と
生
命
論
と
の

出
会
い
と
融
合
に
よ
る
創
造

と
言
え
よ
う
。
故
郷
を
離
れ

大
都
会
の
孤
独
の
中
で
働
く

若
者
た
ち
の
、
心
に
響
く
も

の
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

一
色
氏
は
今
、
地
球
意
識

を
持
っ
て
人
々
と
共
に
生
き

る
調
和
の
思
想
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
日
本
の

実
は
女
性
の
こ
と
で
、
子
宮

の
生
命
力
を
意
味
す
る
の
か

…
…
」
な
ど
と
考
え
て
い

る
。地

球
は
磁
鉄
鉱
の
か
た
ま

り
だ
か
ら
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
パ
ワ
ー
は
宇
宙
か
ら
来

た
鉄
の
磁
力
で
は
な
い
か
、

と
も
考
え
る
。
物
理
学
の
世

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
著
　
水
谷
周
編
訳

信
仰
者
の
内
面
を
あ
る
が
ま
ま
に

界
で
は
重
力
ほ
ど
不
思
議
な

力
は
な
く
、
磁
力
な
ど
に
比

べ
微
弱
で
あ
り
な
が
ら
、
す

べ
て
の
物
体
に
均
等
に
働

き
、
地
球
に
縛
り
つ
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
重
力
の
こ
と

で
は
な
い
か
、
と
も
。
も
っ

と
も
、
物
理
学
は
測
定
の
た

め「
こ
こ
」
を「
そ
こ
」
に
置

き
換
え
る
の
で
、「
馴
染
め
な

い
」
と
言
う
。

や
は
り
文
化
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
が
向
い
て
い
る
。
伊
勢

神
宮
で
著
者
は
、
鎮
座
の
地

を
求
め
倭
姫
命
と
大
和
か
ら

伊
勢
に
旅
し
た
天
照
大
御
神

は
、「
こ
こ
に
留
ま
り
た
い
」

っ
た
人
た
ち
を
訪
ね
、
抑
留

の
実
態
を
彼
女
ら
の
言
葉
で

よ
み
が
え
ら
せ
て
い
る
。

「
辛
い
こ
と
な
ど
な
か
っ

た
」
と
語
る
女
性
も
、
最
後

に
は
本
音
を
漏
ら
す
よ
う
に

な
り
、
口
を
つ
ぐ
む
こ
と
が

多
か
っ
た
と
い
う
。
取
材
を

拒
絶
す
る
人
も
多
い
。
語
る

こ
と
で
悲
惨
な
過
去
が
フ
ラ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
か
ら
だ

ろ
う
。

一
方
、
同
じ
食
料
や
環
境

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
ほ
う

が
死
亡
率
は
低
か
っ
た
と
い

う
。
女
性
が
い
る
こ
と
で
収

容
所
が
和
や
か
に
な
り
、
彼

女
ら
の
帰
還
が
決
ま
る
と
、

男
性
た
ち
は
意
気
消
沈
し

た
。
敵
国
の
捕
虜
も
同
じ
よ

う
に
治
療
す
る
ソ
連
人
医
師

に
出
会
い
、
感
銘
し
た
女
性

も
い
る
。
体
験
は
個
人
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
女
性
の
ほ

う
が
た
く
ま
し
い
の
は
共
通

し
て
い
る
。

著
者
が
ロ
シ
ア
政
府
に
資

料
公
開
を
求
め
、
調
査
し
た

こ
と
で
、
１
９
４
９
年
当

時
、
50
万
人
以
上
の
女
性
が

全
収
容
所
に
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
一
人

が
38
年
に
ソ
連
に
亡
命
し
た

女
優
の
岡
田
嘉
子
。
最
多
は

ド
イ
ツ
人
で
、
彼
女
ら
に
会

っ
た
看
護
婦
は
、
さ
ら
に
悲

惨
な
体
験
を
聞
く
。
他
に

も
、
帰
国
を
拒
否
し
、
ロ
シ

ア
人
と
し
て
生
き
た
京
都
生

ま
れ
の
女
性
な
ど
数
奇
な
運

命
に
驚
か
さ
れ
る
。（
文
藝
春

秋
、
１
７
０
０
円
＋
税
）

「
ト
ー
キ
ョ
ー
・
ダ
モ
イ

（
東
京
に
帰
れ
る
ぞ
）」
と
の

呼
び
か
け
で
女
性
た
ち
は
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
移
さ
れ
る

が
、
そ
こ
で
分
散
せ
ら
れ
、

た
ど
り
着
い
た
の
は
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
は
じ
め
極
東
・
シ
ベ

リ
ア
の
捕
虜
収
容
所
。
確
認

さ
れ
た
だ
け
で
４
５
０
人
の

看
護
婦
が
厳
寒
で
の
ま
き
拾

い
な
ど
の
労
働
に
従
事
さ
せ

ら
れ
た
。
病
棟
で
働
い
た
女

性
も
い
た
。
著
者
は
生
き
残

０
人
の
補
助
看
護
婦
が

い
た
。
１
９
４
５
年
８

月
８
日
、
ソ
連
軍
侵
攻

の
報
を
受
け
、
12
日
に

病
院
を
撤
退
、
１
５
０

人
が
看
護
婦
隊
を
組

み
、
護
身
用
の
青
酸
カ
リ
を

懐
に
軍
に
同
行
し
た
。
18

日
、
ソ
連
軍
に
包
囲
さ
れ
軍

は
武
装
解
除
、「
女
性
を
差
し

出
せ
」
と
の
要
求
に
お
び
え

る
。
夜
中
に
看
護
婦
が
さ
ら

わ
れ
る
事
件
も
頻
発
し
た
。

満
州
開
拓
の
拠
点
と
な
っ

た
、
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す

る
中
国
黒
龍
省
の
佳
木
斯

（
ジ
ヤ
ム
ス
）
市
に
あ
っ
た

陸
軍
病
院
に
は
、
日
赤
か
ら

派
遣
さ
れ
た
20
人
の
看
護

婦
、
現
地
採
用
さ
れ
た
１
５

か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
い

ま
だ
に
探
し
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
、
当
時
の
学
術
の
中

心
で
あ
っ
た
バ
ク
ダ
ッ
ド
の

雰
囲
気
を
描
い
て
い
る
。「
学

者
に
一
番
楽
し
く
、
誇
り
と

名
誉
に
な
り
、
休
息
と
平
安

に
な
る
の
は
、
何
と
い
っ
て

も
孤
独
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
も
の
は
、
身
体
と
信
仰
の

平
和
で
あ
り
、
ア
ッ
ラ
ー
と

人
び
と
の
前
で
の
威
厳
で
あ

る
」「
完
璧
な
理
性
の
印
の
一

つ
は
、
高
い
志
で
あ
る
。
そ

れ
が
な
け
れ
ば
、
低
俗
で
あ

る
」
か
ら
は
、
著
者
の
生
き

方
が
う
か
が
え
る
。

他
方
、「
妻
は
夫
に
近
す
ぎ

て
、
飽
き
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
、
逆
に
遠
す
ぎ

て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
近

寄
る
時
は
多
大
に
完
璧
な
状

態
を
保
つ
こ
と
」
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
現
代
に
も
通
じ

て
い
る
。

40
歳
ま
で
は
学
問
に
励

み
、
60
〜
70
歳
ま
で
は
著
述

と
教
育
を
し
、
70
歳
を
超
え

た
ら
自
然
に
任
せ
、
来
世
の

こ
と
を
思
い
、
死
に
備
え
る
、

と
い
う
の
は
人
生
論
で
、
75

歳
で
没
し
た
。「
最
大
の
敵
で

あ
り
、
最
大
の
被
害
を
も
た

ら
す
の
は
、
友
人
な
の
で
あ

る
」
と
い
う
の
は
実
体
験
か

ら
だ
ろ
う
か
。（
国
書
刊
行

会
、
２
５
０
０
円
＋
税
）

欲
望
資
本
主
義
を
超
え
る
牧
口
価
値
論

が
あ
り
が
と
う
禅
で
、
ま
さ

に
法
然
が
唱
え
た
称
名
念
仏

な
み
の
易
行
で
あ
る
。
著
者

は
法
然
を
日
本
の
ル
タ
ー
と

評
す
る
が
、
自
身
も
現
代
の

法
然
を
目
指
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
内
奥
に
神
仏
を
見
い

だ
す
道
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
青
春
出
版
社
、
１
５
２
０

円
＋
税
）

東
の
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ

ャ
に
逃
れ
、
膨
大
な
書

籍
と
共
に
現
地
の
大
学

に
身
を
寄
せ
た
た
め
イ

ス
ラ
ー
ム
哲
学
が
発
展

し
た
。
そ
の
黄
金
期
が

12
世
紀
で
、
後
に
イ
タ
リ
ア

に
流
入
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
を

起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
本
書

の
著
者
は
12
世
紀
、
バ
グ
ダ

ッ
ド
の
富
裕
な
商
人
の
家
に

生
ま
れ
、
３
歳
で
父
を
亡
く

し
、
母
あ
ま
り
教
育
熱
心
で

な
か
っ
た
が
、
叔
母
の
お
か

げ
で
学
問
を
修
め
、
数
百
冊

の
著
作
を
残
し
た
博
学
の
法

学
者
に
し
て
熱
心
な
活
動

家
。
本
書
は
『
徒
然
草
』
の

よ
う
な
内
面
を
吐
露
し
た
短

文
集
で
、
編
訳
者
は
「
生
の

言
葉
は
最
も
能
弁
で
あ
る
」

と
言
う
。

「
完
璧
な
知
識
を
求
め
る

学
生
は
、
無
視
さ
れ
た
書
籍

を
読
む
こ
と
で
あ
る
。
ど
ん

ど
ん
読
む
こ
と
で
あ
る
」「
私

は
二
万
巻
ほ
ど
読
了
し
た

が
、
実
際
は
そ
れ
よ
り
も
多

小
柳
ち
ひ
ろ
著

満
州
従
軍
看
護
婦
ら
の
悲
惨
な
戦
後

ロ
ー
マ
皇
帝
ユ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ヌ
ス
１
世
は
５
２
９
年
、

キ
リ
ス
ト
教
と
無
関
係
の
哲

学
を
教
え
て
い
る
と
の
理
由

で
、
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
に
創
設

し
て
い
た
大
学
を
閉
鎖
し

た
。
失
職
し
た
教
授
た
ち
は

書
評

BOOK
REVIEW

国平寺（尹碧巖〔ユン・ピョガム〕住職）は約
300年前、徳川幕府第８代将軍・徳川吉宗が建
し、屋根には三葉葵の紋様の瓦が残っている。
元々は隠居した僧侶の修養の寺であった。約80
年前に北朝鮮から来日した柳宗黙（ユ・ジョンム
ク）大禅師が、仏縁により小平に立ち寄った際、
荒れ果てた堂塔を見て嘆き、「ここに日本から故
郷に帰ることが叶わなかった朝鮮人の遺骨を集
めて供養したい」との思いで、寺を引き取った。
柳大禅師は「寺は亡くなった人の供養のためだ
けでなく、生きている人のためにもある」と、
朝鮮半島にルーツを持つ在日同胞たちが心を宿

す場としての国平寺を説いた。大禅師の志を受
け継いだ尹一輪（ユン・イルリュン）和尚は、日
本と朝鮮の不幸な過去の歴史を再び繰り返さな
いように、両国の真の友好親善に尽くした。
国平寺では日本人、韓国人、朝鮮人と国籍に
よる区別をせず、墓には三つの国籍の遺骨が同
じように供養されている。韓国、朝鮮の区別も
しない。南北が一つとなり、日本と朝鮮半島に
平和が築かれ、世界が平和になることを切に願
う心は柳大禅師から現在まで受け継がれている。
西武新宿線小平駅から徒歩8分。

会会

オ
ア
シ
ス

の
オ
ア
シ
ス

都都
髙
橋
秀
実
著

そ
こ
で
は
な
く
「
こ
こ
」

町
田
宗
鳳
著

自
ら
の
内
な
る
神
仏
と
の
出
会
い

と
伊
勢
を
選
ん
だ
と
い
う
。

「
そ
こ
じ
ゃ
な
く
て
こ
こ
」

で
、
著
者
は
「
彼
女
に
導
か

れ
て
」
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡

り
を
し
た
の
か
と
感
じ
て
し

ま
う
。

神
道
の
特
徴
は
私
の
い
る

こ
こ
に
神
を
招
く
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
た
め
各
地
に
神
社

が
あ
り
、
人
々
に
守
ら
れ
て

い
る
。
私
の
い
る
場
所
、
私

自
身
を
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に

す
る
こ
と
が
神
道
の
教
え
、

日
本
人
の
生
き
方
な
の
だ
ろ

う
。（
新
潮
社
、
１
５
０
０

円
＋
税
）

「
無
意
識
」
は
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る

黄
金
期
イ
ス
ラ
ー
ム
の
徒
然
草

女
た
ち
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
こ
こ
で
す
ね

「
西
洋
哲
学
を
生
み

出
し
た
一
神
教
的
世
界

観
は
、
輝
か
し
い
近
代

文
明
を
作
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
…

一
神
教
的
な
考
え
方

は
、
ど
う
し
て
も
排
除
の
論

理
を
生
み
、
異
な
る
神
を
崇

め
る
者
同
士
の
対
立
を
生
み

ま
す
。
…
近
代
文
明
が
限
界

を
迎
え
つ
つ
あ
る
今
、
私
は

ア
ジ
ア
的
な
多
神
教
的
世
界

観
と
も
袂
を
分
か
ち
、〞
無

神
教
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
〞
と

い
う
新
た
な
宗
教
的
局
面
を

展
望
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

…
個
々
の
内
面
を
意
識
か
ら

無
意
識
へ
と
掘
り
下
げ
て
い

く
世
界
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

私
は
、
人
間
の
内
面
に
広
が

る
広
大
な
宇
宙
と
も
言
え

る
、
無
意
識
の
世
界
に
着
目

す
る
の
で
す
」

無
意
識
に
つ
い
て
は
、
ユ

ン
グ
か
ら
仏
教
の
唯
識
ま
で

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
著
者
は

五
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
と

す
る
。
上
か
ら
、
自
我
意
識

│
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
判

対
論
・
市
河
政
彦
・
一
色
宏

「
美
利
善
」
の
価
値
創
造

《 サントリー 》 《 アサヒ 》 《 コスモフーズ 》

̶ごご紹介紹介下下ささいい̶
ちょっとしたスペースがあれば設置できます。（場所の提供だけで…）
情報をお待ちしております。まずは当社へお電話を！

ご紹介して頂いた方には（北海道～九州）

ビッグプレゼントビッグプレゼント進進呈呈！！！！

株式会社 コスモフーズ　　本社、自販機紹介担当まで
〒331-0804 さいたま市北区土呂町 1-46-9
TEL 048-651-4273   FAX 048-651-4142

国平寺（東京都東村山市）


